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森林に降った放射性セシウムはどこに行く？  
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森林域の放射性セシウムの動き 

森林は福島県の面積の約 7 割を占めているので、森林域の放

射性セシウムの動きは、陸地における放射性セシウムの動きを理

解する上で非常に重要です。森林を上から見ると、樹木の葉が茂

っていて地面はあまり見えません。このため、原発事故直後では、

森林に降った放射性セシウムの大部分は、この樹木の葉に付着

（沈着）しました。その後、風雨で葉が洗われたり、葉が落ちたりす

ることによって、次第に放射性セシウムは地面に移動します。森林

の地面には樹木より低い草木（下層植生）や落ち葉（リター）があり、

その下には分解した落ち葉を含む土や、岩石が風化した土があり

ます。地面に移動した放射性セシウムは、これらの層の間を下へ

と移動しますが、土に吸着しやすいことから、その速さは非常にゆ

っくりで、1 年に 1cm に満たない場合が多いです。また、放射性セ

シウムの一部は、樹木が吸い上げる水に含まれて再び樹木に吸

収されるものもあれば、大雨で流れ出る土砂とともに川や湖沼へ

移動（流出）もします（右図参照）。 

 

モデル研究による動きの予測 

国立環境研究所は、各種の数学的なモデルを使ったシミュレーションにより福島第一原発事故により放出された放射性セシウムの

環境中の動きを予測する研究を進めています。東日本の広い地域を対象とした研究では、陸域に沈着したセシウム 137 の約７割は

森林域に沈着し、その大部分は地表面に長期間とどまることが予測されました。降雨によって河川などへ流出する放射性セシウムの

量は、沈着したセシウムの総量に比べると1%以下と非常に小さいことがわかりました。これらのことは、実際に現地で調査した放射性

セシウムのデータにより確かめられています。また、森林の成長を考慮して放射性セシウムが樹木に吸収されて排出される動きを計

算するモデルも開発しています 1。今後は、降雨時に流出する放射性セシウムの量をより正確に予測したり、様々な木の種類や土壌

の種類を考慮しながらモデルを改良したりしていく予定です。 

 

放射性セシウムは森林に長い時間とどまっていますが、森林の中で樹木から土壌へ移動しており、一部は川などへ流出します。森

林域の放射性セシウムの動きは、流れ出た先の河川や湖沼に影響するだけでなく、森林に住む動物・キノコ類や伐採される木材が

含む放射性セシウム量や、人々が森林内で過ごす間に受ける放射線量にも大きく影響します。このため、森林における放射性セシウ

ムの動きについては今後も多くの研究に取り組んでいきます。 
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図 森林域の放射性セシウムの動きの概念図（筆者作

成） 

http://www.nies.go.jp/shinsai/h26_saigai_report-3.pdf
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空気中にある粉じん中の放射性セシウムを調べる 
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私たちの被ばく経路 

福島第一原発事故によって放出された放射性物質によって、人々がどのくらい被ばくしたのか、これからどのくらい被ばくする可能

性があるのかを見積もることは、私たちの健康を考える上で大切なことです。 

 私たちの被ばく経路には、地面にある放射性セシウムが出す放射線を受ける外部被ばくと、食事や空気、土壌、家の中のほこり（ハ

ウスダスト）に入っている放射性セシウムを体にとりこむことで受ける内部被ばくがあります（右図）。私たちは、外部被ばくと内部被ば

くの両面から、身の回りの空間線量の測定や、土

やハウスダスト、空気中の放射性セシウムの測

定、さらには、モデル（ある仮定をたてて計算によ

って推計する方法）を使って、被ばく線量を見積も

る研究を進めています。今回は、空気を吸い込む

ことによって受ける放射性セシウムによる内部被

ばくを見積もるために、空気中の粉じん（細かい

粒子）を集めている現場をレポートします。 

  

空気中の粉じんはこのように集めます 

国立環境研究所では、事故直後より茨城県つくば市の研究所内で、また福島県飯舘村で

は 2012 年より 2 箇所において、大気中の浮遊粉じんを集めて放射性セシウムを測定してい

ます。 

空気中の浮遊粉じんは、右の写真のような装置で、一定期間、一定の流量で周辺の空気

を取り込み、流路に設けたフィルター上に、空気中の粉じんを捕集します。この装置はおよそ

私たちの顔くらいの高さ（空気を吸う高さ）にある空気をとりこむように作られています。この

フィルターを2週間に1回交換して、そのフィルターに捕集された放射性セシウムの量を測定

しています（下記写真は粉じん捕集後のフィルターとフィルターを交換している様子です）。 

 飯舘村の2箇所における最近の空気中の放射性セシウムの濃度は、周辺の除染作業等

で一時的に高くなる場合もありますが、1立方メートルあたり0.001ベクレル以下で推移してお

り、空気を吸い込むことによる内部被ばく線量は、年間 0.001 ミリシーベルトより小さいと推計

されます。私たちは、住民の方の安全、安心した生活に少しでも貢献すべく、今後も調査を継続していきます。 

  

 

 

                          

 

 

写真 捕集後の粉じん捕集フィルター                  写真 フィルター交換作業する様子 

（左：粉じんを粒径別に捕集できる装置、右：雪の中でも作業します）   

＜より専門的に知りたい人はこちら＞ 「平成26年災害環境研究成果報告書（第3編 環境回復研究2）」 p193-228 

写真 空気を捕集する「ハイボリュ

ームエアサンプラー」という装置 

http://www.nies.go.jp/shinsai/h26_saigai_report-3.pdf

